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説 藩資 《夕ずらのイエ,ス 》

キ ,リ スト端ヾ泰った響嵐 僕農∫ξち的中 lζ 轟争奪う`まだヽヽた頃に、「イエ

スは費難 ヒメξょぅ|(見 えノξ縦ざ‡サ√ぜ」とする畿ざ争となえる奪嗜ゞ塊われ崚

ヒ′ξ。この競 it費 うと、粋ゅ十の内棒嗜ヾ十宇禁上で嵐争1丸 ヒ、燿みな覚え

てヽヽf(彎 め胸雌111倉 イエスの癬 lfぶ歌つヽ`た肉構卜1電 1壼 亀く`、ご
｀
働繊は受の九

鸞 摯本峰` ら仁ぬてヽ`たこと11:亀
^争 藍ず。

すると、「春きイゃて
｀
あり姿き人て

｀`
ある」とヽヽわれるギユスの寿准械槻

|(そ う見え〆ξだ|サ の「薇塊」て
｀`
あっノ(む する説 (薇魂鍮)が 、武ム してヒ

てヒ議うので
｀
す。

滅LLて '`上 護才た、そこ浄ナヽヽで移動 ヒ人やど詩 ウ春っ√ξナザ レのイエス

の上灌争、始ど
｀
静 らなヽ`イえ機バウ9の 宣教デイエスの変薬子たちに丸ん

じて誉暴↓《広まった時、彼の力だけではこうした「仮現蛉者」を説得す

るの械餞難つ` と鰹われました。

ローマ|(お けるパウ守のダ鬱叡 (饉 6θ織)と 甫4農 とて、誉 11嵐 難めた数撥

類のヽ`わゆるオ議誉輩械、こ硲薇.塊論の奢定のノであlξ 械ムが にヽ機 ltた つこ

と:竜 なります。

十て
｀
もルカ|(よ る澪轟奪警は、イエスの鍵鐵ぃ(予 礁→う`ら費難と額治、鼻

入、事ら|(械 臨よ|こ のこされた暴十たちや、パウつのように機う`らカマわ

っ奪′ξちの督1独 j春 勤まで、会てつヾ嵐綸の人輔の手てなされメくことを鬼ヨ魔

ltれ してヽ`.る のて
｀̀ず

。

み奮マトリア嗜ヽらイエスザ壼、講

“

、その少ネ』寺イ代うヾ彎轟農争ヤ賛多て
｀`
進られ

ず(こ と鱗で、,』奪筆夕ヽ1 lt氏 っくルカは言色ヒてヽ`ます。

ィェス峰く′鵞畿の時ど(ま 轟蟻 7串鵞機の壌でヒょうか、ユダヤ人ノξち

|ま で籠なうヽぎ
｀
り、民穣畿人の機りて

｀`
あるネの地鑢 tの 暴りなれうメ〔め|(

エルサレムlt籐バ ま`す。イ轟.ス もナザレの働組 lξ 蓬れられて、現池 |(亀

きました。すで、塊滝て
｀
の拳事の記蝿 |ま なヽヽもの勢、祭りの後の出ふ事デ

ぉそらく11・戦マ }リ アの記|｀意の十峰ヽら糠争起こずれます。エルサレムから

ずる乗り鑢、宿場の溝it暴春こノξイエスの家族と一族量5覚 は点嗜
'と

も

議て
｀`
もなく、その場 |て ヽヽもべ|き 夕年イエスがまだ撃嗜量していなヽ`こと|(

気デ1奪 き浚ず。と'｀ こで
｀
械く

｀`
彙てしまっノξのやら、翻蜃ξもわう`り崚ぐん。

し峰ヽたな`くィュスの角義繊、小永′〔鑢きその浚歳fiき 込ずこと|(な り

歳ヒ∫書。鑢々わつヾ争鍮蟻警摯びつつ、とうとや餞議争滝ノ:｀ ったエルサレム

11斃 ヽ`風り、輩ヽ`、攀りの機の議の成っ′書宿農 |(甕 1議 壕とつつ、広入な鼻



ルサ♭ム
`ゆ

孝鞍獅争隅熱くを」むむ饗拳滅こメ〔。
ふ磯爾のこと、イユス械軽と神殿峨境的|《 陣蕪 争塊鷹のデ欝奪ノξも、とイ可

式犠ら籍り春″》てヽ`ます。風くも薦く(?)も 、悪通り嘲類のわ惨ヾ鷲トイエス争拶ほイ十
1チ メξ曲織械、靴 |(Is轟亀争嗜ヽ |す た烏・テ参'鷺 ウ《十1ナ 崚ず、「 ど

｀
うしてこん確

こどきしてくなヽメこの ,′ 」。彎跨鶯 fξ ちも、f鷲
｀`もヽヒ蠍机のま嗜轟 |(械 驚ヽ`メ(

ことで
｀
こま1)。 |ナ ねど

｀
も、イユスの運い答at、 今度 |ま 鷲の場 :電 ヽ`た人々.|ま 李

ら|(瞥 ヵヽf♯tま す。Fと
｀`
ぅして構き崚ヒl(こ こ浚で

｀
ふメξの?携 つヾ翁かの

お式fん 《)驚 |(ヽ てヽケ然だ、とヽヽうことを寮會らなかっ√ξ吟 `?」

構うで
｀
ず、イエスぼ枠の機り子て

｀`
あり、ナヽザンの農罐乳の子供で

｀
もあり

騰ヒた。イススの観械ム人ヽ`たのです。少なくともこのふ戯聞イエスの
誉話をして｀`ノ(鈴 機、聞端い な``く薇の人のえなる構だっノこので

｀
とノ(c

輩鬼極 《りrl l《 凌る神 》

Å洪ふなノアの奪身の齢内で豊き鍵び
｀`
た鯰薦鬼慎機の人類は、新ノ《l亀

嵐魂 ヒノξ餓臨 it血 ち、幕びサ猟き増ゃすこと:《 専唸はむ減すぐ1枠 械彼 らの

中苺ヽらアず拳ノヽムむその子蓄、(雷 イスうエル氏赫⇒|(戯 争かけまず嗜1、 こ

鍛亀壌、ヤ今ヽな`つヽ神の糧押電:罐 うことなく充てうヾわれた場槙ヵ亀争慶やぇ、ヽ

ま亀,奥 の角とイなずので
｀
す。

驚れ彎て
｀
鶯鶴`繋く'■ とlt疲 れノξこの角1壼 、やがて夫猥蝿のヵも真ジプト1(

琴警 し、神峰ヽらも見離事ォヽて、その滝て
｀
率砂θ挙払_kも の間、奴鰊の乳癌

どとて主雄 ヒ、轟し′で`亀薦の鬼.換 争囃わうこと|《 亀る`ので
｀
ずで1

警てこ√)民 |(餞 争かけた枠 1壼 、几亀|(A簾 ねて幕び薇 らlit手 》農 ヒイや
べます。独 らき堆境の地ニジプトゆヽら救議するための策を購ずることlt

なり妻す。彎の人脱え劇 とそ、枠の人モーセI(華 ヽヽらなヽメξイス季ェルの

広轟ジプトて
｀`
した。ただし、その機孝θ畢間、数.ら 11轟 び:丸 iえ の象c)蓋 港

争灘い ら`よ`講す。この手輩めオ輿藤 |(あ るのが、イスラエル氏壊の手イ奮仲
て
｀`
あること参撃奮 1壼 春奔 ヒます。11申 の難びの賞体 11、 こ鋤民族の璧)丸 受

のもの11,免 われてき鱗す。

これな財鋳警會 :(塞 て轟めると、イエスが進んノ:可 2人 の薬子のや |(

ミ象とヽ`三ンノ1曖等豊うゞ一人もヽヽなヽヽことなもって、.請 の進びのイ奪メ(Iる 嗜ヽ

が孝》峰`争ます。曖警豊なら、織砕助 |ナ が
｀
なくとも人の購 :す

")ヾ ふ才1.ば
｀
充か

な吟で
｀
す。



むころ礎り上は、留警含読れ嗜`ヽき
｀`
り、オ十の助けがなければ向上するこ

との春拳な奪ノ(ち it対 する大きな貴織争食っておられることうヾ、まくわ

うヽ 1).爵 す。

す:1摯 九ねノミ民11鷲 れ路で
｀
息み争費|す る。イスラエルは姜位の減颯(

向つ`う、壊く力`ら、」議lfイムlt塊 われた。(11‡脇会細鞣レミヤ會31:2`)

食1,鬼 れて上き咸るイスラエルが、疲i鋪 万人のすえ、棒永、幕び流れ野

で
｀
、一か らムなおす時の』Lな る神の導・きうゞここにれされてヽヽます。そこ

うヾなぜ、梵才t渉》なので
｀
とょう? 彎うです、姿て,夫 ったうえで

｀
なおも主

きダ畿る考のスタートラインは、常 |(流 れ野なのです。すらに、これこそうヾ

神の存裏無鋪賛のものなのです。f申 がおられなつヽったら、とっく|(薦奪

してヽ`た緩ずのイスラエルが生き菫びるのは、ひとえIt神 のお除だから

で'す
。

さて、ヽ つヽの理
=(あ

っても、滝れ踏 ltお ヽ`てた こることこそが、新 しヽ`

1寺代の幕閥|ナ itふ さわしヽヽことき留輩械執えます。そこit難 う`れた人間

は、会てき夫った嗜∴う里は絶対綺争|ミ 黒力の状態 |(進 う`オtノt若 メ〔ちで
｀
す。

与える物なと
｀`
何 もなく、ただ崚」ナ取るス本 |(何 もで

｀
きなヽ`難民と同ビで

｀

す。1ヤ の出ふ暴うヾそこltは あり減す。

神の独 り子が、そこ|(嵐 塊するの1贅 整警 ltお ヽ`てはごく負藤なことで

した。メξだ、すで 11脅 こ|(ヽ た`のぼ路蹴の亀ふ も爺て農 ltぼ 準の構を締

め、野響とヽ`なご辞飲み機■ し`てヽ`た洗れ者ヨハネて
｀
した。書時、この諄

ヰ1の 1まメtも ら`、蝉審ヽ a`短 めの影tiし を避たかり/ξ ヽ`月魔たち嗜ヾメヽ機卜ヽ た`ことが整

罐口(は れ十れて、ヽます。ユダヤの丸麟も「警級や上j丸継会 |(鳥 したと思われ

るサドカイ人やパリサイ人、彼 ら11彎人う` ら馬られつつ洗れな波かるこ

とで、人生の暮曲分争11か り崚した。すら|て 、そこ11永 てヽ`た若の十lt典

誉や傲机人ももヽヽたとヽヽう証甘威て
゛
れされてヽ`ます (ル輔鵜3:12以下)。

この繊、最後 |〔 乳われたのデ神の機り子ナザ レのイエスです。ヽ`ちば

ん幣ヽ`たのは流れ者のコハネて
｀
す。ユ人ぼユヽ`の幕本を言鳥夕會しており崚

した。ただ、ヨノヽネ11は 人 としての『風準が、崚たイエスitは 静 としての春

籠が備わってヽヽます。その基然 とし/こ 本質の農なフハネがと
｀`
の程度れ濃

で
｀
きてヽ`た嗜`はわかりまずん。だ0｀ らこそヨよヽネは、イエス1(流れなと費

けるとヽ`う機れ多くも薔繊の避沢デて
｀
きたし、イエスも曹難 ヒまゼんで

した。几脅、神 と人との戯会ヽ`とは、そうヽ`うものだとヽ`うことです。


